
渡り廊下から高等部校舎へ不審者が侵入したという想定で、訓練を行いま

した。「南先生は、高等部園芸室付近に来てください。」という放送が流れた

ことを合図に、児童生徒は室内の見えにくい場所へ避難し、教師は電灯を消

す、窓の鍵とカーテンを閉める、入り口に机でバリケードを作るなど、児童

生徒を守る行動をとりました。児童生徒たちは、教師の指示を聞いて落ち着

いて行動することができました。 

７月 2３日(火)には、教員対象の不審者対応訓練が行われます。警察の方が

不審者役となり、不審者への初期対応の仕方や速やかな情報伝達など、状況

に応じて臨機応変に行動できるようになることをねらいとしています。訓練

を通して、学校の安全を守れるようにしていきます。 

防災だより 
                                                          

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊学校と御家庭で協力しながら防災や防犯の取組をしていくために、年に３回「防災（防犯）

だより」を発行します。 

 今年 1 年の防災・防犯訓練や研修等の取組 

本校では、いざというときに困らないように、児童生徒、教職員ともに様々

な防災や防犯に関する取組を行っています。児童生徒や教職員一人一人が「考

える避難訓練」「考える防災・防犯」をめざして実施していきます。 

＊避難訓練（児童生徒・教職員対象） 

6 月〔火災〕、１０月〔地震〕、12 月〔土砂災害〕 

 ひの寮〔寄宿舎〕は毎月実施 

＊不審者対応訓練（児童生徒対象） 

 6 月２１日（金）に実施しました。 

＊防災研修（教職員対象） 

7 月実施予定〔停電時の避難訓練、消火器の使い方など〕 

＊不審者対応訓練（教職員対象） ７月２3 日（火）実施予定 

＊防災（防犯）だより 

学期末に発行予定〔訓練や研修の様子、防災・防犯トピックス〕 

今後の防災（防犯）だよりでは、これらの取組についての紹介や、防災や防

犯に関する情報などをお伝えしていきます。 

不審者対応訓練（６／21）がありました！ 
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火災想定避難訓練を実施しました 

 ６月１２日（水）に火災想定の避難訓練を実施しました。今回は、調理室

で火災が発生したという想定で訓練を行いました。どの学部もクラス担任の

指示に従い、落ち着いてグラウンドに避難することができました。消防署の

方から、「今回は、クラスの先生と一緒に落ち着 

いて避難することができました。中高生について 

は、先生がいなくても放送を聞いて自分で考えて 

避難をする練習もできるといいですね。」と、ア 

ドバイスをいただきました。また、各クラスでは、 

お子さんの状態に合わせて事前にイラストカード 

や動画などを見て、いざというときの備えについ 

て確認しました。 

学校 HP の｢危機管理｣の中にも、「防災だよ

り」が掲載してありますので、ぜひ御覧くだ

さい。 
http://www.fukuiminami-sh.ed.jp 

初期消火〈消火器と消火栓〉 

初期消火の設備として最も多く使用されているのは、消火器です。消火器を

使った初期消火は有効ですが、一般的に、消火器での初期消火は「壁に火が回

るまでであれば可能」と言われています。壁に火が燃え移るような場合は、消

火器よりも消火栓を使って放水をすることで延焼を防ぐことができる可能性

があります。屋内消火栓は様々な施設に広く設置されていますが、使い方が分

からない方が多いと思います。屋内消火栓は、消防隊のための設備ではなく、

そこで生活する一般市民のための消火設備なので、使い方を身に付けておけ

るとよいですね。いざというときに、教職員の私たち 

も迷わずに使えるようにしておくことが大切 

なので、本校でも隔年で消火栓の訓練を実施 

しています。 

 

〈グラウンドへの避難の様子〉 

〈初期消火の様子〉 


